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 生体リズムを調節する分子は一体どれだけ存在するのであろうか？個々の細胞の中

で働く時計遺伝子の正体は明らかにされてきたが、多細胞生物のリズムは細胞集団の総

和として出力されるものである。細胞が互いに連絡をとり、リズムを同期させる仕組み

がなければ、全体のリズムは破綻してしまう。これまでの細胞時計の枠組みを越え、細

胞間連絡に関わる新しいタイプのリズム調節分子の探索に向かって生物時計の研究は

あらたな一歩を踏み出した。今回のセミナーでは脳内中枢時計 Suprachiasmatic 

Nucleus において細胞間コミュニケーションに関わる G タンパク質時刻調整メカニズム

（Nature Commun.）や,末梢時計の異常により引きおこる高血圧発症メカニズムについて

ヒトの臨床応用を見据えた研究の成果（Nature Med.）をご紹介したい。 
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